



























































































かなか大学 1・2 年生で perspective をもつことが難しいという現実がある。また、学生自身が広い
視野をもって学びたいと考える授業科目が開講されているとは限らない、開講科目の多様性の
限界が問題をさらに複雑にしている。この複雑な問題を解消するには、教養科目を基本的には














































(1) Cultural Diversity in the U.S.: Regions, Ethnicity and Music (by Kayoko Yoshida) は、一
般教育科目を英語によるオンデマンド教材をインターネット上に展開して行なうモデルケースを
示した。教養教育を英語で教授するという点からも、また、Content-based の英語教育を実施する
という点からも、その相乗効果と将来性が期待される。[JACET Chubu Journal, 10, 17-28]
(2) Globalising Japanese History: The Significance of Teaching in English in Japanese
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Interactive English（ネイティブによる少人数教育）/ Academic English / Career Englishが設置され、
一方、「世界教養科目（英語開講科目）群」には、(A) Global Liberal Arts［言語文化学部系：I-1. 
Language and Information Studies; I-2. Communication, Translation, and Education; I-3. Literature 
and Arts / 国際社会学部系：II-1. History and Society; II-2. Politics and Culture; II-3. International
Relations］が 2 学部 6 コースに対応し、その後に、(B-1) Perspectives on Japan 及び (B-2) 
International Studies といった Lecture & Seminarが組まれている。当該GLIPの機能としては、①
英語力の強化、②留学前準備プログラムの充実、③留学生とともに学ぶ環境設定が期待されて
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